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2014年 8月 18日 から連日13回にわたり、北海道新聞の夕刊紙面の、「私

のなかの歴史」で、「ヒグマ研究45年」と言う題で、私 (Fヨ崎允昭)が、私の

「ヒグマについての考え、人と熊の共存策」等を口述、編集委員の「中尾 吉

清」さんが取材文章化し、掲載されました。その第 4回 日、8月 21日 (金曜日)

掲載をここに再録しますので、ぜひ、お読み下さい。
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